
病理検査部門
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平成25年度　細胞検査フォトサーベイ

設問１ 設問４

設問２ 設問５

設問３ 設問６

Pap ×20 Pap ×10

Pap ×20 Pap ×20

Pap ×100 Pap ×40Pap ×40 Pap ×20

Pap ×40 Pap ×40

Pap ×40 Pap ×40
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平成25年度　細胞検査フォトサーベイ

設問１ 設問４

設問２ 設問５

設問３ 設問６

Pap ×20 Pap ×10

Pap ×20 Pap ×20

Pap ×100 Pap ×40Pap ×40 Pap ×20

Pap ×40 Pap ×40

Pap ×40 Pap ×40
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設問７ 設問10

設問８

設問９

Pap ×40

Pap ×40

Pap ×40 Pap ×100Pap ×40 Pap ×100

Giemsa ×40

Pap ×100

Pap �40                Pap �100 
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����Surgical margin ������ 
 
 
 
 

 
 
 

設問１

追　加　解　説
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設問７ 設問10

設問８

設問９

Pap ×40

Pap ×40

Pap ×40 Pap ×100Pap ×40 Pap ×100

Giemsa ×40

Pap ×100

Pap �40                Pap �100 
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����Surgical margin ������ 
 
 
 
 

 
 
 

設問１

追　加　解　説
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設問５
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細胞検査フォトサーベイ・アンケート調査のまとめ 

設問 1、設問５については、「臨床検査精度管理調査フォトサーベイ評価法に

関する日臨技指針」に基づき、評価対象外と致しました。 

設問１、設問５の結果から、今後、出題する症例および写真の選択に関して

は慎重にしていきたいと思います。 
設問９に対して解答を①or④、解答コメントで中皮細胞と判断しましたが良

悪の鑑別は困難です。と記載してありました。協議した結果 2 枚の写真のみで

良悪を判定することは困難であるとの意見が出ましたので、今回は、判定 B も

取り入れました。 

 
 
アンケートから症例によってはギムザ染色、PAS 染色を加えていきたいと思

います。また、今後は、写真の倍率（弱拡、強拡×100）を統一する、細胞所見

が観察しやすい背景にする、特徴的な細胞所見が提示出来るよう努力して行き

ます。 
 

 
最後に貴重なご意見、ご指示いただいた、大原綜合病院 内海 康文先生、

白河厚生総合病院 野沢 佳弘先生に深謝します。また、精度管理にご協力い

ただいた、白河厚生総合病院 小林 英樹技師、竹田綜合病院 二瓶 憲俊技

師、いわき市立総合磐城共立病院 山崎 一樹技師、福島赤十字病院 根本 浩

技師に感謝申し上げます。 
今後出題する症例などで、各施設にご協力をお願いしますので、快くお引き

受けくだされば、幸いです。 
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